
(57)【要約】

【課題】マウスの幅方向を狭めることができるマウスを

提供する。

【解決手段】

　本考案のマウス１は、その上面に前後方向に並ぶよう

に機能ボタン２、３を具えている。これにより、一般的

なマウスよりも幅方向を狭めることができ、スリムにす

ることができる。また、マウス１の上面に置いた指の指

先の動作によって前後の機能ボタン２、３をそれぞれ押

すことができ、マウス１を操作することができる。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 用 い る マ ウ ス で あ っ て 、 該 マ ウ ス 本 体 の 上 部 に は 、 水 平 部 と
、 垂 直 部 と 、 指 を 置 く た め の 指 置 部 と を 具 え 、 前 記 水 平 部 お よ び 前 記 垂 直 部 に そ れ ぞ れ 機
能 ボ タ ン を 配 設 し て 両 機 能 ボ タ ン を 前 後 方 向 に 位 置 さ せ 、 前 記 指 置 部 の 上 部 に 置 い た 指 、
あ る い は 覆 っ た 指 で 前 記 両 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 押 圧 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る マ ウ ス
。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 水 平 部 に 下 方 に 押 圧 可 能 な 機 能 ボ タ ン を 、 ま た 、 前 記 垂 直 部 に 後 方 に 押 圧 可 能 な 機
能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 配 設 し た 請 求 項 １ 記 載 の マ ウ ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 用 い る マ ウ ス で あ っ て 、 該 マ ウ ス 本 体 の 上 部 に は 、 水 平 部 と
、 垂 直 部 と 、 指 を 置 く た め の 指 置 部 と を 具 え 、 前 記 水 平 部 お よ び 前 記 垂 直 部 に そ れ ぞ れ 機
能 ボ タ ン を 配 設 し て 両 機 能 ボ タ ン を 前 後 方 向 に 位 置 さ せ 、 前 記 指 置 部 の 上 部 に 置 い た 指 、
あ る い は 覆 っ た 指 で 前 記 両 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 押 圧 可 能 と し 、 さ ら に 前 記 マ ウ ス 本 体 に
回 転 可 能 な ス ク ロ ー ル 板 を 配 設 し 、 こ の ス ク ロ ー ル 板 は そ の 操 作 に 応 じ て 通 常 の ス ク ロ ー
ル 機 能 や 高 速 の ス ク ロ ー ル 機 能 を 発 揮 さ せ る こ と を 特 徴 と す る マ ウ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 水 平 部 に 下 方 に 押 圧 可 能 な 機 能 ボ タ ン を 、 ま た 、 前 記 垂 直 部 に 後 方 に 押 圧 可 能 な 機
能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 配 設 し た 請 求 項 ３ に 記 載 の マ ウ ス 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 入 力 装 置 で あ る マ ウ ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 マ ウ ス は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 入 力 装 置 と し て 使 用 さ れ て お り 、 パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ 上 の フ ァ イ ル の 選 択 や 実 行 等 の 操 作 を す る こ と が で き る 左 右 の 機 能 ボ タ ン と 、 移
動 方 向 お よ び 移 動 距 離 を 検 出 す る た め の 検 出 部 と 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ と 接 続 す る た
め の 接 続 部 と を 具 え て い る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の マ ウ ス は 、 机 上 等 の 平 面 上 で 水 平 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 検 出 部 に よ っ て 移 動 方
向 お よ び 移 動 距 離 が 検 出 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 検 出 部 に よ っ て 検 出 さ れ た 移 動 方 向 お よ び
移 動 距 離 は 信 号 に 変 換 さ れ て 機 能 ボ タ ン を 押 し た 際 に 出 力 さ れ 、 こ の 信 号 は 接 続 部 を 介 し
て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 伝 達 さ れ る こ と で 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ を 操 作 す る こ と
が で き る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ４ ５ １ ５ ４ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 で 示 し た 従 来 の マ ウ ス は 、 そ の マ ウ ス 上 面 に 左 右 に 並 ぶ よ う に 機 能 ボ タ ン を 具 え て
い る の で マ ウ ス 自 体 が 幅 広 に な ら ざ る を 得 な か っ た 。 ま た 、 左 右 の 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ
別 の 指 で 、 す な わ ち ２ 本 の 指 を 使 用 し て 操 作 す る 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 考 案 の マ ウ ス は 、 上 記 の よ う な 従 来 の 問 題 を 解 決 し た も の で あ っ て 、 マ ウ ス の 幅 方 向
を 狭 め て ス リ ム な 形 状 に す る こ と が で き 、 一 本 の 指 を 使 用 し て ２ つ の 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ
れ 押 圧 操 作 す る こ と が で き る マ ウ ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に 本 考 案 の 請 求 項 １ に 係 る マ ウ ス は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン
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ピ ュ ー タ に 用 い る マ ウ ス で あ っ て 、 該 マ ウ ス 本 体 の 上 面 に は 、 水 平 部 と 、 垂 直 部 と 、 指 を
置 く た め の 指 置 部 と を 具 え 、 前 記 水 平 部 お よ び 前 記 垂 直 部 に そ れ ぞ れ 機 能 ボ タ ン を 配 設 し
て 両 機 能 ボ タ ン を 前 後 方 向 に 位 置 さ せ 、 前 記 指 置 部 の 上 部 に 置 い た 指 、 あ る い は 覆 っ た 指
で 前 記 両 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 押 圧 可 能 と し た 手 段 を 採 用 し た 。
　 そ し て 、 前 記 水 平 部 に 下 方 に 押 圧 可 能 な 機 能 ボ タ ン を 、 ま た 、 前 記 垂 直 部 に 後 方 に 押 圧
可 能 な 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 配 設 し た 構 成 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 の 請 求 項 ３ に 係 る マ ウ ス は 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 用 い る マ ウ ス で あ っ て 、
該 マ ウ ス 本 体 の 上 部 に は 、 水 平 部 と 、 垂 直 部 と 、 指 を 置 く た め の 指 置 部 と を 具 え 、 前 記 水
平 部 お よ び 前 記 垂 直 部 に そ れ ぞ れ 機 能 ボ タ ン を 配 設 し て 両 機 能 ボ タ ン を 前 後 方 向 に 位 置 さ
せ 、 前 記 指 置 部 の 上 部 に 置 い た 指 、 あ る い は 覆 っ た 指 で 前 記 両 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 押 圧
可 能 と し 、 さ ら に 前 記 マ ウ ス 本 体 に 回 転 可 能 な ス ク ロ ー ル 板 を 配 設 し 、 こ の ス ク ロ ー ル 板
は そ の 操 作 に 応 じ て 通 常 の ス ク ロ ー ル 機 能 や 高 速 の ス ク ロ ー ル 機 能 を 発 揮 さ せ る 手 段 を 採
用 し た 。
　 そ し て 、 前 記 水 平 部 に 下 方 に 押 圧 可 能 な 機 能 ボ タ ン を 、 ま た 、 前 記 垂 直 部 に 後 方 に 押 圧
可 能 な 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 配 設 し た 構 成 を 有 し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 の 請 求 項 １ に 係 る マ ウ ス は 、 そ の 上 面 に 前 後 方 向 に 並 ぶ よ う に ２ つ の 機 能 ボ タ ン
を 具 え て い る 。 こ れ に よ り 、 左 右 方 向 に ２ つ の 機 能 ボ タ ン を 配 設 し た マ ウ ス よ り も 幅 方 向
を 狭 め る こ と が で き 、 マ ウ ス の 形 状 を ス リ ム に す る こ と が で き る 。 そ し て 、 請 求 項 ２ に 示
す こ と に よ り 、 マ ウ ス の 上 面 に １ 本 の 指 を 置 き 、 こ の 置 い た 一 本 の 指 の 動 作 に よ っ て 前 後
の 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 押 す 、 あ る い は マ ウ ス の 上 面 を 覆 っ た 指 の う ち の 一 本 の 指 で 前 後
の 機 能 ボ タ ン を 押 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の 請 求 項 ３ に 係 る マ ウ ス は 、 そ の 上 面 に 前 後 方 向 に 並 ぶ よ う に ２ つ の 機 能 ボ タ ン
と 本 体 に 回 転 可 能 な ス ク ロ ー ル 板 を 配 設 し た 。 こ れ に よ り 、 左 右 方 向 に ２ つ の 機 能 ボ タ ン
を 配 設 し た マ ウ ス よ り も 幅 方 向 を 狭 め る こ と が で き る と と も に 、 ス ク ロ ー ル 機 能 を 発 揮 さ
せ る こ と が で き る 。 ま た 、 ス ク ロ ー ル 機 能 を 通 常 の ス ク ロ ー ル 速 度 の 場 合 と 高 速 の ス ク ロ
ー ル 速 度 を 発 揮 で き る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。
　 そ し て 、 請 求 項 ４ に 示 す こ と に よ り 、 マ ウ ス の 上 面 に １ 本 の 指 を 置 き 、 こ の 置 い た 一 本
の 指 の 動 作 に よ っ て 前 後 の 機 能 ボ タ ン を そ れ ぞ れ 押 す 、 あ る い は マ ウ ス の 上 面 を 覆 っ た 指
の う ち の 一 本 の 指 で 前 後 の 機 能 ボ タ ン を 押 す こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 に 示 し た 本 考 案 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ か ら 図 ３ に は 、 本 考 案
の 第 １ の 実 施 の 形 態 で あ る マ ウ ス が 示 さ れ て お り 、 図 １ は 斜 視 図 、 図 ２ は 平 面 図 、 図 ３ は
側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ か ら 図 ３ に 示 す よ う に 、 マ ウ ス １ は 、 上 面 に 機 能 ボ タ ン ２ 、 ３ を そ れ ぞ れ 具 え 、 マ
ウ ス １ を 移 動 さ せ た 場 合 の 移 動 方 向 お よ び 移 動 距 離 を 検 出 で き る 検 出 部 ４ を 有 す る ケ ー ス
１ ０ と 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ 、 信 号 の 伝 達 が 可 能 で あ る 接 続
部 ５ と を 具 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ケ ー ス １ ０ は 、 上 面 に 水 平 部 １ ３ と 、 垂 直 部 １ ４ と 、 指 置 部 １ ５ と を 具 え 、 下 面 が 開 口
し て い る 本 体 １ １ と 、 そ の 本 体 １ １ の 下 面 の 開 口 部 分 を 塞 ぐ よ う に 設 け ら れ る 下 蓋 １ ２ と
か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 本 体 １ １ の 水 平 部 １ ３ に は 機 能 ボ タ ン ２ が 、 垂 直 部 １ ４ に は 機 能 ボ タ ン ３ が そ れ ぞ
れ 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 垂 直 部 １ ４ か ら 本 体 １ １ の 後 部 に か け て 本 体 １ １ の 上 面 に は
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指 置 部 １ ５ が 設 け ら れ 、 マ ウ ス １ の 使 用 時 に 、 例 え ば 人 差 し 指 の 腹 の 部 分 を 置 く こ と や 、
複 数 の 指 で 覆 っ た 状 態 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 機 能 ボ タ ン ２ は 下 方 （ 図 ３ の Ａ 方 向 ） に 押 す こ と が で き 、 機 能 ボ タ ン ３ は 後 方 （ 図 ３ の
Ｂ 方 向 ） に 押 す こ と が で き る 。 こ の 機 能 ボ タ ン ２ 、 ３ は 、 従 来 の マ ウ ス に 設 け ら れ て い た
機 能 ボ タ ン と 同 様 の 機 能 を 有 し て い る 。 な お 、 機 能 ボ タ ン ２ 、 ３ は 、 押 圧 を 解 除 す る こ と
で 初 期 の 位 置 に 戻 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 検 出 部 ４ は 、 ケ ー ス １ ０ の 内 部 に 設 け ら れ 、 マ ウ ス １ を 移 動 さ せ た 場 合 に 、 こ の マ ウ ス
１ の 移 動 方 向 や 移 動 距 離 を 検 出 す る こ と が で き る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の 検 出 部 ４ は 、 マ
ウ ス ボ ー ル を 用 い た ボ ー ル 式 や 、 光 学 セ ン サ ー を 用 い た 光 学 式 等 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 接 続 部 ５ は 、 マ ウ ス １ を 操 作 し た 場 合 に 生 じ る 信 号 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 伝 達 す
る こ と が で き れ ば よ く 、 有 線 式 の も の や 無 線 式 の も の が 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 マ ウ ス １ は 、 上 記 で 示 し た よ う な 構 造 に な っ て い る た め 、 機 能 ボ タ ン ２ 、 ３ を 押 す こ と
に よ り 、 信 号 が 接 続 部 ５ を 介 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 伝 達 さ れ 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ
ュ ー タ 上 で 各 機 能 ボ タ ン に 応 じ た 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 マ ウ ス １ を 前 後 左 右 に 移 動 さ せ る こ と で 、 移 動 方 向 お よ び 移 動 距 離 が 検 出 部 ４ で
検 出 さ れ 、 そ の 検 出 さ れ た 信 号 が 接 続 部 ５ を 介 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 伝 達 さ れ て
パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 画 面 上 で カ ー ソ ル を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 に よ る マ ウ ス １ は 小 型 、 幅 狭 の た め に 、 例 え ば パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 本 体 に
収 納 可 能 と し て お く こ と で マ ウ ス の 紛 失 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た こ の 実 施 の 形 態 の マ ウ ス １ に あ っ て は 、 本 体 １ １ の 上 面 に 前 後 方
向 に 並 ぶ よ う に 機 能 ボ タ ン ２ 、 ３ を 具 え て い る た め 、 指 一 本 の 幅 程 度 に ス リ ム 化 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 指 置 部 １ ５ 上 に 指 の 腹 部 分 を 置 い た 状 態 、 あ る い は 指 置 部 １ ５ を 覆 っ た 状 態 で
、 両 方 の 機 能 ボ タ ン ２ 、 ３ を 一 本 の 指 で 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ は 本 考 案 の 他 の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 こ の マ ウ ス ２ １ に あ っ て も 、 本 体 ３ １ の 上 面 に
水 平 部 ３ ３ と 垂 直 部 ３ ４ と が 設 け ら れ 、 水 平 部 ３ ３ に 機 能 ボ タ ン ２ ２ が 、 垂 直 部 ３ ４ に 機
能 ボ タ ン ２ ３ が そ れ ぞ れ 配 設 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 機 能 ボ タ ン ２ ２ 、 ２ ３ は 前 後 方 向 を
向 い た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 垂 直 部 ３ ４ か ら 本 体 ３ １ の 後 部 に か け て 本 体 ３ １ の 上 面 に は 指 置 部 ３ ５ が 設 け ら れ 、 マ
ウ ス ２ １ の 使 用 時 に 例 え ば 人 差 し 指 の 腹 の 部 分 を 置 く こ と が で き る 。 あ る い は マ ウ ス ２ １
の 指 置 部 ３ ５ を 親 指 以 外 の 指 で 覆 っ た 状 態 で 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 機 能 ボ タ ン ２ ２ は 下 方 に 押 す こ と が で き 、 機 能 ボ タ ン ２ ３ は 後 方 に 押 す こ と が で き る 。
こ の 機 能 ボ タ ン ２ ２ 、 ２ ３ は 、 一 般 的 な マ ウ ス の 機 能 ボ タ ン と 同 様 の 機 能 を 有 し て い る 。
な お 、 機 能 ボ タ ン ２ ２ 、 ２ ３ は 、 押 圧 を 解 除 す る こ と で 初 期 の 位 置 に 戻 る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 体 ３ １ の 側 面 に は 水 平 方 向 に 回 転 可 能 な ス ク ロ ー ル 板 ２ ４ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 検 出 部 （ 図 示 せ ず ） は 、 ケ ー ス １ ０ の 内 部 に 設 け ら れ 、 マ ウ ス ２ １ を 移 動 さ せ た 場 合 に
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、 こ の マ ウ ス ２ １ の 移 動 方 向 や 移 動 距 離 を 検 出 す る こ と が で き る 機 能 を 有 し て い る 。 こ の
検 出 部 は 、 マ ウ ス ボ ー ル を 用 い た ボ ー ル 式 や 、 光 学 セ ン サ ー を 用 い た 光 学 式 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 接 続 部 ２ ５ は 、 マ ウ ス ２ １ を 操 作 し た 場 合 に 生 じ る 信 号 を パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 伝
達 す る こ と が で き れ ば よ く 、 有 線 式 や 無 線 式 が 使 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 マ ウ ス ２ １ は 、 上 記 で 示 し た よ う な 構 造 に な っ て い る た め 、 機 能 ボ タ ン ２ ２ 、 ２ ３ を 押
す こ と に よ り 、 信 号 が 接 続 部 ２ ５ を 介 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 伝 達 さ れ 、 パ ー ソ ナ
ル コ ン ピ ュ ー タ 上 で 各 機 能 ボ タ ン ２ ２ 、 ２ ３ に 応 じ た 操 作 を 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 マ ウ ス ２ １ を 前 後 左 右 に 移 動 さ せ る こ と で 、 移 動 方 向 お よ び 移 動 距 離 が 検 出 部 で
検 出 さ れ 、 そ の 検 出 さ れ た 信 号 が 接 続 部 ２ ５ を 介 し て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ に 伝 達 さ れ
て パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 画 面 上 で カ ー ソ ル を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 ス ク ロ ー ル 板 ２ ４ を 、 例 え ば 親 指 で 回 転 す る こ と で パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の
画 面 を 上 方 、 あ る い は 下 方 に 迅 速 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 考 案 に よ る マ ウ ス ２ １ は 小 型 、 幅 狭 の た め に 、 例 え ば パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 本 体
に 収 納 可 能 と し て お く こ と で マ ウ ス の 紛 失 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 し た こ の 実 施 の 形 態 の マ ウ ス ２ １ に あ っ て は 、 本 体 ３ １ の 上 面 に 前 後
方 向 に 並 ぶ よ う に 機 能 ボ タ ン ２ ２ 、 ２ ３ を 具 え て い る た め 、 指 一 本 の 幅 程 度 に ス リ ム 化 す
る こ と が で き 、 し か も ス ク ロ ー ル 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
　 な お 、 ス ク ロ ー ル 板 ２ ４ は 本 体 ３ １ の 左 側 に 設 け て 親 指 で 操 作 す る よ う に し た が 、 右 側
に 配 置 し て 他 の 指 で 操 作 す る よ う に 構 成 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 実 施 の 形 態 で あ る マ ウ ス を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す マ ウ ス の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す マ ウ ス の 概 略 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 考 案 の 他 の 実 施 の 形 態 で あ る マ ウ ス を 示 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 １ 、 ２ １ … … マ ウ ス
　 ２ 、 ３ 、 ２ ２ 、 ２ ３ … … 機 能 ボ タ ン
　 ４ … … 検 出 部
　 ５ 、 ２ ５ … … 接 続 部
　 １ ０ … … ケ ー ス
　 １ １ 、 ３ １ … … 本 体
　 １ ２ … … 下 蓋
　 １ ３ 、 ３ ３ … … 水 平 部
　 １ ４ 、 ３ ４ … … 垂 直 部
　 １ ５ 、 ３ ５ … … 指 置 部
　 ２ ４ … … ス ク ロ ー ル 板
　 Ａ 、 Ｂ … … 押 す 方 向
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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